
産業マネジメント学科 

●学科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針，卒業時に必ず身につける能力） 

＜知識・実技＞ 

1．地域産業マネジメント及び事業創造に必要な基礎的知識、専門的知識を修得している。 

＜思考・判断＞ 

2．地域産業に関する課題の解決に向けて、地域産業マネジメント及び事業創造の専門知識と客

観的知見に基づいて多面的に考察し、論理的な思考・総合的な判断に基づいて課題解決策を導

き出すことができる。 

＜関心・意欲・態度＞ 

3．地域産業や新規事業の特徴、強み及び課題に対して、自ら積極的に関心をもち続けることが

できる。 

4．地域産業を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、地域産業や事業創造に関する諸課

題の解決に取り組むことができる。 

＜技能・表現＞ 

5．地域社会の諸課題の解決に必要な情報を、適切な調査・分析方法を用いて収集・整理・分析

することができる。 

6．自らの思考・判断を客観的かつ論理的に表現し、他者との間で討論ができる。 

＜リーダーシップ＞ 

7．地域産業マネジメント及び事業創造に向けて、サーバントリーダーシップを発揮することができ

る。 

●学科のアドミッション・ポリシー（学生受け入れの方針，入学時に問われる能力） 

＜知識＞ 

1．高等学校で履修する国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語などに関して、高等学校卒業

相当の基礎学力を有している。 

＜思考・判断＞ 

2．目標を達成するために、多面的視点から論理的に考察し、自己の考えをまとめることができ

る。 



＜関心・意欲・協働＞ 

3．地域社会や地域企業に関心を持ち、地域産業の持続可能な発展に貢献する意欲を有してい

る。 

4．様々な人々と協働して、地域社会や地域産業の課題解決に主体的に取り組む姿勢を有してい

る。 

＜技能・表現＞ 

5．他者の意見を理解し、自己の考えを口頭又は文書でわかりやすく表現できる。 

●学科のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針，カリキュラムの特徴・特色） 

産業マネジメント学科は、「産業を通じての地域社会の持続可能な発展の担い手」として産業マ

ネジメントの人材育成を達成するために、専門教育と課題解決型実践教育を有機的に連動させる

カリキュラムを構成します。産業マネジメントや事業創造に関する知識を体系的に修得させるとと

もに、Project Based Learning(PBL)、アクティブ･ラーニングを用いてマネジメント力、課題解決力を

養います。 

1. 産業マネジメントに関する基礎知識を幅広く学習し、産業マネジメントと事業創造に必要

な専門知識を順次に修得できるように、共通教育、基礎力育成科目群、専門力育成科目

群を配置します。 

2. 定性的分析、定量的分析の両面から産業マネジメントの諸課題を把握できる専門教育を

行い、客観的なデータに基づき分析・説明する能力を高める調査系・情報処理系科目を

配置します。 

3. 修得した知識・技術の活用能力の開発を目的とした実践力育成科目群を各年次に有機

的に配置し、PBL・アクティブ・ラーニング手法を展開し、地域ステークホルダーと協働しな

がら地域産業の課題解決を能動的に実践します。 

4. 課題解決思考力育成科目群を配置し、学部の特色を活かして他分野の基礎知識や思考

形式の修得を目指すとともに、産業マネジメントに必要な多様な視点と包括的な課題解

決力を養うために、学科・学部間の垣根を越えた他学科・他学部科目の履修を推奨しま

す。 

5. 学修ポートフォリオを活用しながら、入学から卒業までの一貫性・整合性を確認しながら

学生の主体的・能動的な学習によって教育成果を明確にするために、学位認定科目群を



配置します。また、社会共創演習Ⅰ・Ⅱを導入し、4 年を通して、学生の DP の達成度を客

観的に評価し、自律的な学習を促します。 

 


